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はじめに
「精神的に向上心のないものは馬

ば

鹿
か

だ」

夏目漱石『こころ』で、主人公の「私」（先生）は、友人のＫに向
かって上のように言いはなつ。もともとはＫが「私」に対して使っ
た言葉であり、「私」がほんとうにＫの向上心のなさを非難しよう
と発したものではない。恋敵であるＫに「復讐」しようと目論んだ
結果、口から出たものだ。最初からこの言葉は欺

ぎ
瞞
まん

に満ちている。

世のなかの人々は「精神的に向上心のある
4 4

もの」になろうとする。
それが「ふつう」の生きかただからだ。「精神的に向上心のある

4 4

も
の」をめざさないのは、自堕落な人間か、怠け者か、いずれにして
も、この社会では評価されない者どもだ。

なぜ人は「精神的に向上心のある
4 4

もの」になろうとするのか？　そ
うすることで、一

いっ
端
ぱし

の人間になれると思っているからだ。幸福にな
るには、そうしなければならないと感じている。この社会では生き
残れないと考えているのだ。

だが、「精神的に向上心のある
4 4

もの」が必ずしも幸福になるとはか
ぎらない。なぜなら、〈人生はくじ引き〉だからだ。そのことを、
本号では述べていきたいと思う。
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自分が幸せに暮らしているのは、たまたま〈運〉がよかったから
——あなたは、そう考えたことはないだろうか？　世のなかには、
不慮の事故、不幸な病気などで亡くなる人がいる。不可抗力によっ
て貧相な暮らしを余儀なくされている人もいる。そういう人はハズ
レくじを引いてしまった、と考えることはできないだろうか？

〈人生はくじ引き〉だが、一等、二等、三等……と、くじには多く
の種類がある。数種類なのか、数百なのか、数万なのかは定かでは
ないし、そのことはいまは問題ではない。あなたが引いたくじはア
タリかハズレか、それが重要だ。

〈人生はくじ引き〉と考える人生観・世界観が多くの人に受けいれ
られるとは思っていない。本号をしっかりお読みいただいたとして
も、納得していただける保証はない。

ただ、ここで立ちどまり、自分の人生を振りかえるきっかけにはし
てほしい。アタリくじを引いたつもりで幸福感に浸れれば、それは
それでよいことだ。「ハズレくじを引いてしまった」と思っている
のなら、今後の人生をどう生きるか。それを考える参考にでもして
もらえれば幸いだ。
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パート１

〈人生はくじ引き〉と言うと、「自分の努力
不足を運の悪さのせいにするな」「そこま
で人生を悲観しなくても……」などと思う
人もいるかもしれない。「真面目に取りあ
うべき考えかたではない」と一笑に付す人
もいるだろう。だが、これは本誌だけが主
張する世迷言ではなく、似たようなことを
述べている書物がけっこうあるのだ。ここ
ではその一部を紹介しながら、持論を展開
してみよう。
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「スキルアップしなければならない」のは幻想「スキルアップしなければならない」のは幻想

ビジネス雑誌や書籍を開けば、つねに「キャリアアップ」や「ス

キルアップ」があつかわれている。リーダーシップやノート・手

帳、コミュニケーションなど、テーマはさまざまだけれども、め

ざすところは「キャリアアップ」「スキルアップ」だ。「成長する」

「成果をあげる」といった表現をそこに加えてもいいかもしれない。

そもそも私自身、本職のライター業ではビジネス雑誌・書籍を手

がけることも多い。雑誌によってテーマや切り口は異なるが、とど

のつまり落としどころは「スキルアップ」や「成果をあげるる」だ。

もっといえば——。

お手元に『ぎゃふん⑥』をお持ちのかたは、特集「小説家の仕事家の仕事

術」を開いてほしい。ここでも「スキルアップ」が裏のテーマとし裏のテーマとし

「精神的に向上心のある
4 4

もの」。これをビジネスパーソンに置きかえ
ると、「キャリアアップやスキルアップをめざすもの」と表現でき
るのではないか。まずは、これらの“欺瞞 ”から考えてみよう。

佐藤留美『なぜ、勉強しても出世できないのか？』

スキルアップスキルアップしたからって
成功成功するとはかぎらない

おしえてくれる本
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パート１　　人生はくじ引きだパート１　　人生はくじ引きだ

て流れている。そもそも「なぜスキルアップしなければならないか」

は説明していない。スキルアップの必要性については、書き手にも

読み手にも不要ということだ。

ようするに、猫も杓子も「精神的に向上心のないものは馬鹿だ」

という前提を無意識に受けいれているわけだ。

だから、ビジネスパーソンたるもの、すべからくスキルアップを

し、成長して、成果をあげなければならない――そんな“錯覚”に

とらわれてしまう。

だが、人はそこまで「スキルアップ」しなければならないのだろ

うか？　だれもかれもが「成長」しなければならないのか？　ここ

で冷静に考えてみたい。

「スキルアップ」は多くの場合ムダに終わる「スキルアップ」は多くの場合ムダに終わる

本書の著者は、私とおなじようにビジネス雑誌や書籍を手がける

ライターで、これも私と同様、ビジネスパーソンに「スキルアッ

プ」を煽ってきた“戦犯”だ。

本書の著者は自身の経験から、ビジネス雑誌などのメディアでう

たわれた「スキルアップ」の正体を喝破する。

我が国のスキルアップ教の歩みは、そっくりそのまま、リ

クルートの戦略だったと言っても、決して大げさではなさ

そうだ。

［中略］

情報の受け手がメディアを通して「流行っている」と信じ
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込まされている現象は、実は情報の出し手による商売繁盛

のための戦略であることが多いのだ。

実際、メディアで「成功者」として紹介されていた人物は、ほん

とうに成功したかどうか疑わしいという。

本書執筆にあたり、気になって、このムック［引用者注：著者が

携わった女性起業家を特集したムック］に登場した女性起業家たちをネ

ット検索したところ、かなりの人が会社を売却、あるいは

畳むなどして、経営から離れているようだ。

言うまでもなく、本誌も本書の著者も「スキルアップ」や「成

長」を全否定するわけではない。一方で「向上心」を発揮しても、

それが徒労に終わることがあるのもまた事実。

本書の著者はこう語る。

勉強したり、高みを目指して自己研鑽するのは良いことだ。

だが、胡散臭い流行に飛びついたり、見当違いな勉強をし

たり、また、その効果に期待し過ぎたりすると、肩透かし

を食うケースも多いのである。

では、「向上心」がムダになるかどうかはなにで決まるのかのか。本

書はずばり「運」だという。
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自分のキャリアは常に、マーケットとともにある。そし

て、株式投資同様、マーケットは読みにくい。勝ち逃げで

きるかどうかは、多分に運にも左右される。

もちろん、成功者が「運」だけで世のなかをわたってきた、など

というつもりはない。その人は「精神的に向上心のある
4 4

もの」で、

それが報われた結果なのだろう。一方で、「精神的に向上心のある
4 4

もの」が必ずしも成功するとはかぎらない。これも疑問の余地はな

いはずだ。

その人が、その職業を、その手法でたまたま成功しただけ

で、一般的に、読者が同じように同じことをやって果たし

て成功できるか疑わしい。

「向上心」があっても成功できるかわからないなら、「向上心」を

持つことが人生の戦略として正しいかどうか疑問が生まれる。

本号で言いたいのはその点なのだ。

なぜ、勉強しても出世できないのか？
いま求められる「脱スキル」の仕事術
佐藤留美
ソフトバンク クリエイティブ
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努力の量が成功に結びつくわけではない努力の量が成功に結びつくわけではない

『ぎゃふん⑧』でも述べたとおり（35ページ）、「努力がムダだ」

と言いたいわけではない。努力は必要だ。しかし、それは「宝くじ

は買わなければあたらない」とおなじていどの意味しか持たないの

ではないか。

だれだって努力はしている。あなたも、私も……。では、「勝ち

組」と「負け組」を分かつのは、その努力の差なのだろうか。

本書の著者もこの点に疑問を抱く。

私が疑問を感じる二つ目は、「起業家と努力プアとの差」

は努力の違いによって生み出されたものかどうか、という

点です。「努力の方法が異なった」というだけで、両者の

努力量に違いがあるとは思えません。いわば、努力の質が

「努力」という言葉も「精神的に向上心のある
4 4

もの」が好みそうだ。
「成功するためには努力が必要」「努力すれば報われる」などとよく
言われる。ほんとうだろうか？

中野雅至『格差社会の世渡り』

努力努力が報われない社会で
どう努力努力すればいい？

おしえてくれる本
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パート１　　人生はくじ引きだパート１　　人生はくじ引きだ

違うだけで量は同じだということです。

たとえば、収入が２倍ちがう人は努力の量も２倍ちがうのだろう

か。けっしてそうではないだろう。「努力」と称する「向上心」が

必ずしも成功を保証するわけではないのだ。

アタリくじを引かなければ努力はできないアタリくじを引かなければ努力はできない

快挙を成しとげたスポーツ選手や、一代で財を築いた起業家など

は、当然、人並み以上の努力はしたことだろう。だが、なぜその人

たちはそこまで努力することができたのか？　そんな疑問を持った

ことはないだろうか。

努力を続けるためには何が重要でしょうか。簡単です。自

分の好きなことをやるべきなのです。努力が継続しないよ

うなことを選択すべきではないのです。

成功したスポーツ選手は、そのスポーツがなによりも好きだった

のだろう（少なくとも嫌いではなかったはず）。成功した起業家も、

その仕事をするのが好きだったにちがいない。

スポーツ選手や起業家の成功は、たしかに努力の賜
たま

物
もの

であろう。

だが、その前提には「それが好きであること」があったはず。では、

「それが好き」であったことには、なんらかの戦術が含まれていた

のだろうか？　「人生で成功するために好きになろう」というよう

な。それは考えにくい。本人の生まれ持った資質なのか環境的な要
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因かはわからないけれども、たまたま「それが好き」だったのでは？　

つまり、「それが好き」だったのは、〈運〉だったのだ。

人生のアタリくじをそこで引いたことになる。

そこまではいいとしよう。問題はここからだ。

「よし。毎日、苦痛に耐えながら嫌な仕事をつづけて人生を浪費す

るのはやめよう。好きなことで努力してみよう」と息巻いても、そ

れが成功に結びつくかどうかわからないのだ。

悩ましいのは、自分の好きなことが「どう考えても、生活

維持手段に向いていない」「これから廃れる職業だ！」と

いう場合です。

自分の好きなこと、モチベーションのあがること、努力できるこ

とが、不運にも成功に結びつくものでない場合、その人はハズレく

じを引いたのとおなじだ。

この問題に対する解決策は、残念ながら本書の著者も持ちあわせ

ていない。

どうしましょうか……。私にもよくわかりませんので、親

か学校の先生にでも相談して下さい。

〈人生はくじ引き〉にしないための突破口は？〈人生はくじ引き〉にしないための突破口は？

この日本が努力の報われる社会——努力のすべてでないにしても

——なのであれば、喜んで努力もしよう。失敗が努力の不足だった
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のであれば、その事実を真摯に受けとめることもしよう。だが、い

まの日本はそうなっていない。

がんばった人の中にも報われていない人がたくさんいます

し、「金儲けに成功している人」も「がんばった結果」か

どうかはわからないということです。実際には、偶然の占

める要素が相当大きいと思いますが……。

こんなことでは、やはり「精神的に向上心のある
4 4

ものは馬鹿だ」

と自
じ

嘲
ちょう

せざるをえない。

なぜ〈人生はくじ引き〉になっているのか？　おそらく社会が歪
ゆが

んでいるからだろう。本来ならば、社会システムがその歪みをただ

す役割を果たすはずなのだが、そのようには機能していないと考え

られる。だから、その機能不全を改善しようと「努力」することこ

そが、人生の負け組の突破口になるのではないか。

格差社会の世渡り
努力が報われる人、報われない人
中野雅至
ソフトバンク クリエイティブ
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